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５
月
臨
時
会
に
お

い
て
、
議
会
議
長
の

大
任
を
賜
り
ま
し

た
。
誠
に
身
に
余
る

光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
務
の
重

大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
秋
来
米
国
に
端
を
発
し
た
経
済
危
機

は
、
日
本
経
済
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
長
引
く
不
況
か
ら
回
復
の
兆
し
が
見

え
か
け
て
い
た
国
内
景
気
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
ま
し
た
。
製
造
業
を
は
じ
め
、
輸

出
関
連
企
業
の
業
績
も
軒
並
み
悪
化
の
途

を
た
ど
り
、
国
内
に
お
け
る
雇
用
不
安
が

議　

長　

相
場
一
夫
　

62
歳
（
４
期
）
藤
川

　

５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
各

常
任
委
員
会
等
の
構
成
が
決
ま

り
ま
し
た
。（
議
員
・
委
員
は
、

50
音
順
）

■
総
務
・
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

加
藤　

和
久

副
委
員
長　

山
田　

晶
子

委　
　

員　

石
井　

悦
雄

　
　

〃　
　

小
倉　
　

修

　
　

〃　
　

細
谷　

博
之

■
厚
生
・
環
境
常
任
委
員
会

委
員
長　

小
島　

幸
典

副
委
員
長　

黒
川　

洋
子

委　
　

員　

立
沢　

稔
夫

　
　

〃　
　

本
間　

恵
治

■
建
設
・
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　

岩
﨑　

律
夫

副
委
員
長　

田
部
井
健
二

委　
　

員　

小
沢　

泰
治

　
　

〃　
　

横
山　

英
雄

■
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

細
谷　

博
之

副
委
員
長　

小
沢　

泰
治

委　
　

員　

岩
﨑　

律
夫

　
　

〃　
　

加
藤　

和
久

　
　

〃　
　

小
島　

幸
典

■
議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　

立
沢　

稔
夫

副
委
員
長　

岩
﨑　

律
夫

委　
　

員　

小
沢　

泰
治

　
　

〃　
　

黒
川　

洋
子

　
　

〃　
　

田
部
井
健
二

　
　

〃　
　

山
田　

晶
子

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
議
会
議
員

相
場　

一
夫

岩
﨑　

律
夫

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会

議
員

黒
川　

洋
子

田
部
井
健
二

新
し
い
議
会
構
成

社
会
問
題
化
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通

り
で
す
。
そ
の
様
な
社
会
情
勢
の
中
、
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
財
政
面

を
は
じ
め
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。

　

住
民
の
立
場
か
ら
執
行
機
関
を
批
判
監

視
す
る
議
会
の
役
割
を
果
た
し
、
皆
様
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
邑
楽
町
発
展

の
た
め
、誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

５
月
に
開
か
れ
た

臨
時
会
に
て
議
員
皆

さ
ま
の
ご
推
挙
を
賜

り
、
副
議
長
に
選
任

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄

と
ま
た
そ
の
職
責
の
重
さ
に
大
き
な
責
任

を
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
日
本
経
済
が
１
０
０
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
経
済
不
況
に
陥
り
、数
ヶ
月
経
っ

た
現
在
も
ま
だ
ま
だ
不
安
の
毎
日
と
の
戦

い
で
す
。

　

平
成
の
大
合
併
も
終
わ
り
を
告
げ
、
市

町
村
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
き
始
め
た
よ

う
で
す
。
構
造
改
革
・
地
方
分
権
と
こ
れ

か
ら
は
地
方
行
政
が
試
さ
れ
る
時
代
で

し
ょ
う
。
新
庁
舎
に
移
転
し
て
一
年
余
り

町
全
体
が
一
つ
に
な
り
、
一
歩
一
歩
前
進

し
、
厳
し
い
日
本
経
済
の
中
で
確
実
な
町

づ
く
り
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
議

会
生
活
の
浅
い
私
で
す
が
、
議
員
の
皆
さ

ま
の
協
力
で
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
一
生

懸
命
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

就任あいさつ
副
議
長　

立
沢
稔
夫
　

66
歳
（
２
期
）
赤
堀

【
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
】
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西
邑
楽
土
地
開
発
公
社
経
営
状

況
の
報
告

　

平
成
21
年
度
事
業
計
画
・
予

算
及
び
平
成
20
年
度
決
算
に
関

す
る
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例
の

改
正
）

専
決
処
分
の
承
認
（
都
市
計
画

税
条
例
の
改
正
）

専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
改
正
）

　

専
決
処
分
さ
れ
た
条
例
改
正

に
つ
い
て
、
承
認
し
ま
し
た
。

邑
楽
町
税
条
例
の
改
正

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い

関
係
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

邑
楽
町
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手

当
の
特
例
条
例

邑
楽
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当

の
特
例
条
例

邑
楽
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長

等
の
期
末
手
当
の
特
例
条
例

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

準
じ
て
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手

当
、
議
会
の
議
員
及
び
町
三
役

の
期
末
手
当
を
０
・
２
月
凍
結

し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

損
害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解
に

つ
い
て

　

建
築
家
25
名
と
の
間
で
係
争

中
の
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ

き
、
裁
判
所
か
ら
示
さ
れ
た
和

解
勧
告
条
項
案
の
と
お
り
和
解

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
記
名
投
票
】

賛
成
議
員

田
部
井
健
二　
　

黒
川　

洋
子

山
田　

晶
子　
　

岩
﨑　

律
夫

加
藤　

和
久　
　

小
島　

幸
典

立
沢　

稔
夫　
　

細
谷　

博
之

反
対
議
員

小
沢　

泰
治　
　

小
倉　
　

修

横
山　

英
雄　
　

本
間　

恵
治

石
井　

悦
雄

【
人
事
案
件
】

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

　

任
期
が
満
了
と
な
る
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
野

澤
七
郎
さ
ん
（
中
野
）
を
再
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

加
藤　

和
久

立
沢　

稔
夫

大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施
設

組
合
議
会
議
員

小
沢　

泰
治

細
谷　

博
之

山
田　

晶
子

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
議
員

小
沢　

泰
治

小
島　

幸
典

太
田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組
合

議
会
議
員

小
沢　

泰
治

細
谷　

博
之

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員

相
場　

一
夫

【
広
域
連
合
議
会
議
員
】

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

会　　計　　別 予 　算 　現 　額 補　　正　　額 予　算　総　額

一 般 会 計 ６６億６，０００万円 ８９万円 ６６億６，０８９万円

■平成２１年度補正予算額

一
口
メ
モ

専
決
処
分
っ
て
な
に
？

議
会
が
議
決
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
議
案
に
つ
い

て
、
町
長
が
議
会
を
招
集

す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い

緊
急
の
場
合
に
、
町
長
が

議
会
に
代
わ
っ
て
処
理
を

行
う
こ
と
で
す
。
こ
の
場

合
、
次
の
議
会
に
報
告
し

承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
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小
島
議
員

邑
楽
町
公
民
館
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
利
用
度
が

高
い
。
年
間
約
３
０
５
日
使

用
し
て
、
利
用
率
は
約
70
％

で
あ
る
。
館
林
市
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
は
３
５
３
日
開
館

し
、
１
２
３
日
使
用
。
使
用
料

は
、
時
間
帯
と
入
場
料
の
有
無

で
違
い
、
約
１
４
，
０
０
０
円

か
ら
８
８
，
０
０
０
円
で
あ

る
。大
泉
町
の
文
化
む
ら
で
は
、

２
８
２
日
開
館
し
、
利
用
日
数

１
０
５
日
で
あ
る
。

　

基
本
的
に
ホ
ー
ル
は
有
料
、

公
民
館
は
無
料
で
あ
り
、
町
民

の
希
望
は
多
目
的
ホ
ー
ル
（
公

民
館
）
と
署
名
簿
に
あ
り
、
無

料
で
町
民
が
使
え
る
公
民
館
の

改
築
・
新
築
を
。
町
長
の
考
え

は
。 

生
涯
学
習
課
長　

開
館
以
来
36

年
経
過
し
、
雨
漏
り
・
強
風
時

の
雨
水
の
浸
入
等
あ
り
、
そ
の

都
度
補
修
を
行
っ
て
い
る
。
利

便
性
に
つ
い
て
も
舞
台
が
狭

く
、
音
響
設
備
が
悪
く
不
便
を

来
し
て
い
る
。
公
民
館
の
建
築

等
に
活
用
で
き
る
補
助
金
に
つ

い
て
調
査
中
で
あ
る
。

　

一
般
質
問
は
、
６ 

月
15
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
問
に
は
、
４

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
行
政
事
務
な
ど
に
つ
い
て
執
行
部
の

考
え
を
た
だ
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

邑
楽
町
公
民
館　
　
　
　
　

　
　
　

改
新
築
に
つ
い
て

小
島
議
員　

補
助
金
な
ど
で
町

の
金
を
で
き
る
だ
け
節
約
と
の

答
え
を
も
ら
っ
た
が
、
公
民
館

か
ホ
ー
ル
か
、
目
標
と
方
向
性

を
示
さ
な
け
れ
ば
、
国
も
県
も

補
助
金
は
出
せ
な
い
。

　

町
長
は
任
期
が
２
年
６
カ
月

し
か
な
い
。
町
長
の
公
約
ど
お

り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
公
民
館

を
や
る
と
言
え
ば
、
今
利
用
し

て
い
る
人
た
ち
も
活
気
づ
き
、

健
康
に
な
る
と
私
は
思
う
が
。

生
涯
学
習
課
長　

新
築
・
改
築

を
含
め
て
今
調
査
中
で
あ
る
。

小
島
議
員　

今
課
長
か
ら
補
助

金
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
中
で

あ
る
と
伺
っ
た
。
こ
れ
は
、
町

長
が
だ
め
だ
と
言
え
ば
だ
め

で
、
ト
ッ
プ
で
あ
る
町
長
は
、

15
億
円
云
々
と
い
う
前
の
予
算

を
知
っ
て
い
て
（
大
ホ
ー
ル
を

つ
く
る
計
画
）、
し
か
し
、
私

の
試
算
で
は
、
約
３
億
円
か
け

れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
公
民
館
が

で
き
る
事
と
思
う
。

　
「
公
民
館
で
も
い
い
」
と
、

あ
な
た
の
支
持
者
、
応
援
す
る

人
々
が
賀
詞
交
歓
会
の
時
、
こ

の
公
民
館
で
は
し
ょ
う
が
な
い

だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
問

題
を
後
退
さ
せ
る
か
前
進
さ
せ

る
か
明
快
な
答
弁
を
。

本
間
議
員　

先
の
全
員
協
議
会

に
お
け
る
総
務
課
長
の
報
告
に

つ
い
て
、
も
う
一
度
お
願
い
し

た
い
。

総
務
課
長　

総
務
・
文
教
常
任

委
員
会
で
、
議
員
か
ら
税
務
課

職
員
の
職
務
違
反
に
つ
い
て

町
長　

町
民
か
ら
８
，
０
０
０

名
の
請
願
が
以
前
出
さ
れ
、
議

会
で
採
択
さ
れ
た
経
過
が
あ

る
。
町
民
の
た
め
必
要
で
あ
る

と
思
い
、
１
期
目
で
建
て
た
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
言
っ
た
記
憶
も
、
以
前
で
あ

る
か
ら
あ
い
ま
い
だ
が
、
建
築

に
向
け
て
道
筋
を
付
け
た
い
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
納
税
の
義
務
と
納
税
手
続
き

　

に
つ
い
て

・
町
文
化
遺
産
の
保
護
と
登
録

　

条
例
を

長
に
、
税
務
の
滞
納
の
情
報
が

漏
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
調

べ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
職
員
本
人
よ
り
「
こ
の
件

に
つ
い
て
は
私
で
す
」
と
、
申

し
出
が
あ
っ
た
。
過
去
に
税
務

建
築
に
向
け
て

　
　
　
　

道
筋
を

多くの方が利用する邑楽町公民館
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本
間
議
員　

全
員
協
議
会
の
と

き
に
は
名
前
ま
で
言
っ
た
が
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

町
長　

総
務
課
長
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
が
、
事
実
で
あ
れ
ば
、

遺
憾
な
こ
と
だ
と
思
う
。

本
間
議
員　

公
務
員
に
課
せ
ら

れ
た
守
秘
義
務
違
反
だ
と
私
は

小
沢
議
員　

私
は
、
町
長
が
選

挙
の
時
の
公
約
で
、
経
歴
に
関

す
る
も
の
と
、
退
職
金
０
円
の

２
枚
の
ビ
ラ
の
事
実
に
基
づ
い

た
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

役
場
職
員
時
代
、
町
長
は
数
年

間
に
わ
た
り
自
治
労
、
役
場
労

働
組
合
の
執
行
委
員
長
と
い
う

非
常
に
重
要
な
役
職
を
務
め
て

滞
納
情
報
で
は
な
く
水
道
未
収

情
報
を
い
と
こ
に
「
何
々
さ
ん

知
っ
て
い
る
」
と
尋
ね
ら
れ
た

と
き
に
「
水
道
の
未
収
が
あ
っ

た
家
か
な
」
と
答
え
て
し
ま
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
言
っ
た

時
期
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り

記
憶
に
な
い
。「
８
年
位
前
か

な
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。　

被
害
者
は
、
近
所
の
人
か
ら
今

年
３
月
頃
「
い
と
こ
が
﹃
被
害

者
何
々
さ
ん
は
た
く
さ
ん
税
金

の
滞
納
が
あ
る
﹄
と
お
じ
さ
ん

が
言
っ
て
い
た
」
と
言
い
ま
わ

っ
て
い
る
と
聞
き
、
５
月
14
日

に
町
長
宅
を
訪
れ
抗
議
。
町
長

が
不
在
の
た
め
に
奥
さ
ん
に
真

相
究
明
の
調
査
を
依
頼
、
奥
さ

ん
は
町
長
に
尋
ね
た
が
、
こ
う

し
た
事
実
は
な
か
っ
た
。
後
日

い
と
こ
が
お
じ
さ
ん
か
ら
聞
い

た
と
い
う
こ
と
で
、
も
し
や
と

い
う
こ
と
で
５
月
17
日
、
職
員

に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の

事
実
が
判
明
し
た
も
の
で
あ

る
。　

な
お
、
職
員
は
す
ぐ
お

詫
び
を
し
な
く
て
は
と
５
月
18

日
、
２
時
過
ぎ
に
被
害
者
と
会

い
謝
罪
し
、
帰
り
に
菓
子
折
を

渡
し
た
と
い
う
。

思
う
。
今
後
の
対
応
を
聞
き
た

い
。

総
務
課
長　

ま
だ
中
身
の
罰
則

が
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

は
検
討
し
て
い
な
い
の
が
実
態

で
あ
る
。

町
長　

担
当
課
長
あ
る
い
は
担

当
係
長
を
し
て
調
査
を
さ
せ
た

い
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
21
年
度
予
算
の
執
行
に
つ
い
て

・
裁
判
に
つ
い
て

・
鶉
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

い
る
の
に
経
歴
に
載
せ
て
い
な

い
。
何
か
都
合
が
悪
か
っ
た
の

か
。
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ

と
は
、
う
そ
・
で
た
ら
め
・
人

を
だ
ま
し
て
ま
で
も
全
面
に
出

し
、
マ
イ
ナ
ス
は
隠
す
。
そ
れ

で
、
町
民
が
的
確
に
判
断
が
で

き
る
か
。
で
き
る
は
ず
が
な
い

と
思
う
が
。

遺
憾
な
こ
と

　

定
年
退
職
し
た
次
ぐ
朝
母
が
亡
く
な

り
、
間
髪
お
か
ず
に
血
液
の
癌
で
即
入

院
、
一
体
私
は
何
の
た
め
に
働
い
て
き
た

の
だ
ろ
う
。
８
ヶ
月
間
の
治
療
の
甲
斐
あ

っ
て
一
応
寛
か
い
し
た
。
主
治
医
よ
り
軽

い
運
動
な
ら
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
で
、
治

療
中
か
ら
早
朝
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
は
じ

め
た
。
場
所
は
自
宅
か
ら
矢
場
川
の
土
手

を
下
り
、
渡
良
瀬
川
と
の
合
流
点
を
折
り

返
し
、
21
キ
ロ
約
１
時
間
10
分
の
行
程
で

あ
る
。
雨
の
日
以
外
は
特
別
な
用
が
無
い

か
ぎ
り
休
む
こ
と
も
な
い
。

　

健
康
を
取
り
戻
し
た
い
一
心
に
ペ
ダ
ル

を
漕
ぎ
続
け
て
い
る
う
ち
、
多
く
の
方
々

か
ら
励
ま
さ
れ
絶
対
に
治
る
と
自
信
し

た
。　
　
　

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
に
刻
一
刻
と
変
化

す
る
自
然
の
営
み
が
こ
ん
な
に
美
し
く
感

性
を
く
す
ぐ
る
な
ん
て
。
も
う
や
め
ら
れ

な
い
。
か
つ
て
時
間
さ
え
あ
れ
ば
登
っ
た

遠
望
で
き
る
山
々
と
語
り
合
え
る
の
も
サ

イ
ク
リ
ン
グ
な
ら
で
は
で
あ
る
。
花
が
咲

き
虫
や
鳥
た
ち
が
飛
び
交
い
、
さ
ら
に
天

空
に
猛
禽
が
旋
回
し
て
い
る
。
川
面
に
時

た
ま
鯉
が
尾
び
れ
を
出
し
て
泳
い
で
い

る
。
日
の
出
の
神
秘
、
時
に
は
虹
が
か
か

り
何
て
至
福
の
ひ
と
時
な
の
か
…
。

大
塚
孝
士

（
十
三
坊
塚
・
６ 

区
）

もう一度元気を取り戻したくて

退
職
金︵
金
子
正
一
町
長
の
︶０
円
と
そ
れ

を
原
資
と
し
た
15
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
の
公
約
実
現
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
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現
在
私
は
２
歳
と
生
後
６
カ
月
の
娘
２

人
の
育
児
に
奮
闘
中
。　
　

　

２
人
目
が
生
ま
れ
る
ま
で
は
子
育
て
に

追
わ
れ
、
げ
っ
そ
り
す
る
自
分
を
想
像
し

た
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
人
よ
り
は
二

人
を
育
て
て
い
る
今
の
方
が
心
身
と
も
に

ゆ
と
り
あ
り
、
元
気
な
気
が
し
ま
す
。
こ

ん
な
私
で
い
ら
れ
る
の
も
…
…
。

　

い
つ
行
っ
て
も
笑
顔
で
快
く
迎
え
入

れ
、
娘
や
私
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
義
父

母
の
お
陰
。

　

歌
遊
び
や
外
遊
び
等
、
子
供
を
存
分
に

遊
ば
せ
て
く
れ
る
子
育
て
支
援
の
お
陰
。

悩
み
や
喜
び
も
一
緒
に
分
か
ち
合
え
る
マ

マ
友
達
の
お
陰
。

　

大
ら
か
な
気
持
ち
で
家
族
を
支
え
て
く

れ
る
夫
の
お
陰
。

　

毎
日
色
々
と
あ
り
、
苛
立
つ
事
も
あ
り

ま
す
が
、
次
々
と
「
で
き
た
」
と
い
う
感

動
や
無
垢
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
と
ぎ

ゅ
っ
と
抱
き
し
め
た
く
な
る
我
が
子
。

　

―
あ
り
が
と
う
―
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
の
お
陰
に
な
り
な
が
ら

我
が
子
と
一
緒
に
前
進
さ
せ
て
下
さ
い
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す 長

谷
川　

裕
美

（
前
原
・
４
区
）

育児に奮闘しています

町
長　

私
は
、
役
場
労
働
組
合

の
執
行
委
員
長
を
何
年
か
し
た
。

組
合
活
動
の
経
歴
は
記
載
し
て

い
な
い
が
、
チ
ラ
シ
に
は
主
な

経
歴
の
み
を
掲
載
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

小
沢
議
員　

退
職
金
０
円
に
つ

い
て
は
、
群
馬
県
知
事
、
前
橋
、

太
田
市
長
の
場
合
な
ど
と
は
全

く
制
度
が
異
な
る
。
邑
楽
町
に

お
い
て
は
決
し
て
町
単
独
で
の

決
定
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、

真
剣
に
町
民
の
た
め
仕
事
を
し

て
い
る
町
職
員
と
一
緒
に
群
馬

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
加

入
し
、
そ
こ
で
の
一
括
処
理
で

あ
る
。

　

組
合
執
行
委
員
長
の
経
験
の

あ
る
方
が
「
退
職
金
０
円
」
の

デ
タ
ラ
メ
の
ビ
ラ
を
自
分
の
利

益
の
た
め
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
を
だ
ま
し
て
全
戸
に
個
別

配
布
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。

　

今
、
う
そ
の
選
挙
運
動
を
や

ら
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
き
っ

と
自
責
の
念
に
駆
ら
れ
て
い
る

と
思
う
。
何
故
な
ら
、
退
職
金

０
円
は
大
う
そ
で
、
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
町

長
は
今
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き
た

が
、
そ
れ
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
報
酬
50
％
カ
ッ
ト
の
動

議
が
出
さ
れ
、
議
会
で
可
決
さ

れ
た
。
現
在
の
報
酬
50
％
は
認

識
し
て
い
る
。
退
職
金
０
円
に

つ
い
て
、
邑
楽
町
で
も
可
能
だ

と
い
う
こ
と
が
最
近
わ
か
っ
た

と
い
う
状
況
も
あ
る
。

　
小
沢
議
員　

手
続
き
を
と
れ
ば

退
職
金
を
い
た
だ
か
な
い
方
法

が
二
つ
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
れ
は
社
会
一
般
常
識
で
は
通

用
し
な
い
。
町
長
自
身
、
理
事

で
あ
り
総
合
事
務
組
合
の
議
員

で
も
あ
る
訳
で
、
同
調
議
員
一

人
を
誘
っ
て
事
務
組
合
へ
の
議

員
提
案
を
至
急
実
行
す
べ
き
で

あ
る
。

　
「
退
職
金
０
円
で
15
歳
ま
で

医
療
費
無
料
化
」。
子
育
て
世

代
の
有
権
者
、
そ
し
て
孫
の
い

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
ま
で
も
「
う
そ
ビ
ラ
」
で

投
票
行
動
に
走
ら
せ
た
責
任
は

重
大
だ
と
思
う
。
退
職
金
０
円

実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

町
長　

退
職
金
０
円
問
題
は
、

総
合
事
務
組
合
で
の
可
決
、
否

決
に
よ
っ
て
き
ま
る
こ
と
で
実

現
す
る
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
広
報
お
う
ら
の
編
集
・
発
行

　

に
つ
い
て

一
般
質
問
の
掲
載
に
つ
い
て

　

小
倉
修
議
員
の
一
般
質
問

は
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲

載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

広
報
委
員
会
と
し
て
は
、
掲

載
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。
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１３日　議会運営委員会、総務・文教常任委員会

１４日　全員協議会

１９日～２０日　町村議会議長・副議長研修会

２１日～２２日　第１回臨時会

　　　　（本会議、議会運営委員会、各常任委員会、　

　　　　全員協議会）

２６日　邑楽郡町村議会議長会

２７日　西邑楽土地開発公社理事会

２８日　議会運営委員会、総務・文教常任委員会　

２９日　厚生・環境常任委員会、

　　　　建設・経済常任委員会

　３日　総務・文教常任委員会、全員協議会

　８日　全員協議会

１２日～１８日　６月定例会

　　　　（本会議、議会運営委員会、各常任委員会、　

　　　　全員協議会、広報委員会）

１６日　邑楽館林地域施策推進協議会

２２日　邑楽館林医療事務組合議会、

　　　　館林地区消防組合議会

２３日　館林邑楽地域市町村懇談会

２４日　太田市外三町広域清掃組合議会

２６日　大泉町外二町環境衛生施設組合議会

　５日　邑楽消防団班対抗ポンプ操法競技大会

　６日　広報委員会編集会議

１０日　総務・文教常任委員会

１３日　全員協議会

１７日　広報委員会校正会議

２２日　議会運営委員会

２３日　総務・文教常任委員会、

　　　　厚生・環境常任委員会

２４日　建設・経済常任委員会、全員協議会

３０日　臨時会

《5 月》

《7 月》

議会を傍聴しましょう
　次回の定例会は、９月８日から１８日を予定してい
ます。住所・名前・年齢を受付簿に書くだけでどなた
でも傍聴できます。また、役場庁舎１階ロビーのテレ
ビにおいても、本会議の模様を中継していますので、
お気軽にご覧ください。
　議会の会議録（議事等の経過をそのまま記録したも
の）は、図書館、邑楽町公民館、産業研修会館（長柄
公民館）、勤労青少年ホーム（ヤングプラザ）に置いて
あります。また、ホームページにも会議録全文を掲載
していますので、ご覧ください。
　　URL http:/www.town.ora.gunma.jp/gikai
　　詳しくは、議会事務局まで
　　　　　　　　　　☎ 88-5511（内線 300）

《6 月》

私たちが議会だよりを担当します
　新しい議会の構成が決まり、議会だよりの編集発行を
担当する議会広報委員が決まりました。これからも、見
やすい広報の編集に努めます。
　ご指導ご協力をよろしくお願いします。

左から　黒川　小沢　立沢　山田　岩﨑　田部井

め
ら
れ
、
正
六
位
旭
日
双
光

章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

故
人
の
安
ら
か
な
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
53
年
、
本
議
会
初
の
女

性
議
員
と
し
て
当
選
以
来
、
９

期
30
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
を

務
め
ま
し
た
大
野　

栄
さ
ん
が

去
る
４
月
28
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

　

在
任
中
１
１
７
回
に
及
ぶ
一

般
質
問
を
は
じ
め
、
活
発
な
議

会
活
動
を
通
じ
、
福
祉
や
教
育

の
充
実
な
ど
町
発
展
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
長
年
に
わ
た
る
功
績
が
認

故 大野　栄 議員

正六位旭日双光章受章

大
野

栄
さ
ん
逝
く
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　５月の臨時会において正副議長が決まり、各常任委員会や広報委員会等議会構成もかわり、新しくスタートし

ました。新庁舎に移って１年余り、周辺が緑一色に囲まれた庁舎に、町民の皆様も景観を味わいながら来庁され

ていると思います。

　さて先日、町内対抗女子バレーボール大会が開催されました。大会規則により中学生か

ら一般女性までが参加し、母娘での出場も多く見受けられました。互いに声を掛け合い、

チームが結束し、好プレー珍プレーや行政区挙げての応援合戦と素晴らしい大会でした。

　観戦をする中で私たちも見習う場面がたくさんありました。広報委員会も委員同士が声

を掛け合い、より一層内容の充実に努めます。

　そして、読者の皆様に親しまれる議会だよりを提供していく所存です。

　これからもご指導ご鞭撻そしてご意見等よろしくお願い申し上げます。

（立沢記）

【東京都世田谷区】
森　良治（坪谷・22 区）

〔皆様のご意見、ご要望等、議会広報委員会までお寄せください。点訳版をご希望の方は、ご連絡ください。〕

◎　編　集　後　記　◎

■発行　群馬県邑楽町議会　■発行人　議会議長　相場一夫

■編集　邑楽町議会広報委員会　群馬県邑楽郡邑楽町大字中野 2570-1　TEL0276-88-5511（内線 300）

　私の故郷は東京の世田谷です。
山の手線の渋谷から東急玉川線（玉
電）の「新町」駅あたりになります。
　広い世田谷の東は駒沢オリン
ピック公園、西はサザエさんで有
名になった桜新町、南は田園調布、
北は豪徳寺・松陰神社などに囲ま
れた界隈です。
　東京オリンピック以降急激な変
貌を遂げた地域で、私が小中学校
の頃は武蔵野の自然と雰囲気を多
く残した東京の郊外・山の手でし

た。遊びといえば、雑木林の中に「秘密の遊び場」を作ったり、空地にトンネルを掘っ
たりし、三角ゴロベースに夢中になっていました。
　自転車の三角乗りの出来る様になる頃には行動範囲も広がり、二子玉川で水遊び、駒
沢オリンピック公園の出来る前の空地で野球。
　邑楽町の持つ自然・環境は少年時代の思い出に繋がるものがあります。
　カブトムシやクワガタ捕りに夢中な孫の姿を見るにつけ子ども達には残された自然の
中でスクスク育って欲しいと想います。
　今の世田谷には子ども達の自由に遊べる自然はほとんど残されていません。
　邑楽で自然を大切にした町づくりに貢献出来ればと思います。
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